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大内まちづくり
協議会だより vol.28

2021年2月

※おおうちだより２月１日号は、この協議会だよりに
代えて発行しています。

人口 23,219人　 男性 11,152人
世帯 10,168世帯 女性 12,067人

　

大
内
史
跡
マ
ッ
プ
の
志
多
里
八
幡
宮
の
解
説

に
は
、

　
「
正
平
七
年
（
一
三
五
二
年
）、
24
代
大
内
弘

世
の
時
、
家
臣
で
小
野
の
領
主
、
平
弘
兼
が
大

分
宇
佐
か
ら
勧
請
し
ま
し
た
。
境
内
に
は
、
神

社
の
由
来
を
記
し
た
志
多
里
八
幡
宮
碑
や
明
治

の
郷
土
史
家
近
藤
清
石
の
撰
に
よ
る
江
戸
後
期

の
神
主
佐
伯
八
雲
の
石
碑
を
乗
せ
た
亀
趺
、
銀

杏
の
大
木
な
ど
が
あ
り
、
秋
に
は
黄
葉
が
映
え
、

初
詣
に
は
多
く
の
人
々
が
訪
れ
る
、
地
域
に
敬

愛
さ
れ
て
い
る
神
社
で
す
。」
と
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

　　

小
野
の
地
蔵
院
に
つ
い
て
は
、

　
「
応
永
四
年
（
一
三
九
七
年
）、
25
代
大
内
義

弘
の
創
建
と
伝
え
ら
れ
、平
安
中
期
の
天
台
宗
僧
、

恵
心
僧
都
作
の
地
蔵
菩
薩
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
大
正
14
年
（
一
九
二
五
年
）、
火
災
で

建
物
等
が
焼
失
。
本
尊
は
京
都
で
修
理
。
昭
和

二
年
（
一
九
二
七
年
）
に
開
眼
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
本
尊
は
丈
六
で
結
伽
趺
坐
と
い
う
珍
し

い
姿
の
地
蔵
菩
薩
で
、
腹
帯
地
蔵
と
も
呼
ば
れ

安
産
祈
願
に
多
く
の
人
々
が
参
拝
し
て
い
ま
す
。」

と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

上
の
志
多
里
神
社
の
写
真
は
、
昨
年
11
月
末

に
撮
影
し
た
も
の
で
す
が
、
解
説
文
に
も
あ
る

よ
う
に
、
銀
杏
の
大
木
か
ら
落
ち
た
黄
葉
が
境

内
に
敷
き
詰
め
ら
れ
、
見
事
な
情
景
を
醸
し
出

し
て
い
ま
し
た
。

　

今
秋
に
は
、
日
差
し
を
受
け
た
黄
葉
の
輝
き

を
見
て
み
た
い
も
の
で
す
。

小野地区にある志多里八幡宮（大内御堀3486） 小野の地蔵院（大内御堀3137付近）
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今
年
度
も
福
田
百
合
子
先
生
の
話
を
聴

い
て
元
気
を
も
ら
い
ま
せ
ん
か
。
左
の
よ

う
な
内
容
で
、「
み
ん
な
で
語
ろ
う
」
の
会

を
実
施
し
ま
す
。
昨
年
ま
で
は
、
講
演
の

後
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ

て
い
ま
し
た
が
、
参
加
者
が
し
っ
か
り
と

語
り
合
う
時
間
を
確
保
す
る
た
め
、
今
年

度
は
講
演
の
後
に
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
の
座
談
会
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
福
田

先
生
の
話
を
聴
い
た
感

想
や
日
頃
思
っ
て
い
る

こ
と
な
ど
を
、
み
ん
な

で
語
り
合
い
ま
せ
ん
か
。

　

健
康
福
祉
部
会
の
事
業
で
、
子
育
て

中
の
お
母
さ
ん
が
集
ま
り
、
語
り
合
う

活
動
を
２
回
行
い
ま
し
た
。

　

左
の
写
真
は
、
１
回
目
の
会
合
で
、

大
内
地
域
で
子
育
て
を
し
て
よ
か
っ
た

こ
と
・
助
か
っ
た
こ
と
を
付
箋
紙
に
書

い
て
貼
っ
た
も
の
で
す
が
、「
守
り
隊
の

方
達
が
い
て
く
れ
る
の
で
安
心
」、「
困
っ

て
い
て
も
地
域
の
人
が
優
し
く
助
け
て

く
れ
る
の
で
助
か
っ
て
い
る
」、「
近
く

に
公
園
が
あ
る
」、「
公
民
館
で
本
が
借

り
ら
れ
る
」、「
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
活

動
が
盛
ん
」、「
小
児
科
が
近
く
に
あ
る
」

な
ど
の
記
載
が
あ
り
ま
す
。
他
に
も
「
大

内
担
当
の
保
健
師
さ
ん
が
優
し
か
っ
た
。

担
当
の
母
推
さ
ん
も
優
し
く
て
救
わ
れ
た
」、

「
保
健
セ
ン
タ
ー
と
交
流
セ
ン
タ
ー
で
の

母
子
相
談
が
あ
り
が
た
い
」、「
買
い
物
が

便
利
」、「
す
く
す
く
、
す
こ
や
か
、
大
き

く
な
あ
れ
等
、子
育
て
支
援
広
場
が
あ
る
」

な
ど
の
記
載
も
あ
り
ま
し
た
。

　

逆
に
、大
内
地
域
で
子
育
て
を
し
て
困
っ

た
こ
と
・
不
安
な
こ
と
に
つ
い
て
も
た

く
さ
ん
意
見
が
出
ま
し
た
。

　

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
が
集
ま
っ
て
、
2
回
の
話

し
合
い
活
動
を
行
い
ま
し
た
が
、
と
て
も
充
実
し
た

話
し
合
い
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
こ
の
事
業
を
企
画
し

た
担
当
者
の
感
想
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　

自
分
一
人
で
考
え
る
よ
り
も
、
い
ろ
い
ろ
な
立
場
の
方
か

ら
様
々
な
意
見
が
出
た
の
で
良
か
っ
た
で
す
。

　

例
え
ば
お
孫
さ
ん
が
生
ま
れ
た
ば
か
り
で
、
娘
さ
ん
が
子

育
て
真
っ
最
中
と
い
う
方
は
、
外
出
し
た
時
に
は
真
っ
先
に

授
乳
室
を
探
す
と
い
う
お
話
を
さ
れ
ま
し
た
。
車
を
お
持
ち

の
方
は
駐
車
場
情
報
が
知
り
た
い
し
、
車
を
お
持
ち
で
な
い

方
は
バ
ス
停
の
情
報
が
載
っ
て
い
る
と
助
か
り
ま
す
。
転
勤

族
の
方
は
、
ど
こ
へ
行
け
ば
情
報
が
得
ら
れ
る
の
か
分
か
ら

な
い
（
交
流
セ
ン
タ
ー
の
存
在
や
何
を
し
て
い
る
の
か
知
ら

な
い
。）
で
す
し
、
働
き
た
い
お
母
さ
ん
は
、
幼
稚
園
や
保

育
園
の
総
合
的
な
情
報
は
ど
こ
で
得
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
？
と
、

考
え
て
い
ま
す
。

　

す
べ
て
の
立
場
の
方
の
要
望
に
応
え
る
の
は
難
し
い
で
す

が
、
今
回
の
「
お
し
ゃ
べ
り
会
」
の
内
容
を
も
と
に
、
皆
さ

ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
マ
ッ
プ
を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　

２
回
目
は
、
子
育
て
応
援

マ
ッ
プ
に
載
せ
た
い
情
報
に

つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　
「
公
園
や
病
院
は
ぜ
ひ
載

せ
て
ほ
し
い
」「
公
園
に
つ

い
て
も
駐
車
場
や
ト
イ
レ
が

あ
る
か
と
か
、
ど
ん
な
遊
具

が
あ
る
か
の
情
報
が
必
要
」

な
ど
、
た
く
さ
ん
の
意
見
が

出
ま
し
た
。

「みんなで語ろう!」参加者募集
〜子どもが元気・大人が元気・まちが元気〜

健康福祉部会からのお知らせ

子育て応援マップづくり講座の様子

◆日　時　令和３年２月20日㈯　10：00〜12：00
◆場　所　大内地域交流センター　２階講堂他
◆講　師　中原中也記念館名誉館長　福田 百合子�先生
◆内　容　①福田百合子先生の講演
　　　　　　演題「受け継いだこと、伝えたいこと」
　　　　　②グループ座談会　
◆定　員　20人程度（先着）
◆申込み　大内地域交流センター　☎９27-0473
◆その他　・参加者はマスクの着用をお願いします。
　　　　　・受付時に検温します。ご協力ください。

　現在、部会で「子育て応援マップ」を作成中です。
年度末までには完成予定です。乞うご期待！

ママも息抜き☆おしゃべりしましょ♪
〜子育てについてお話しませんか〜
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地域振興部会の取組

④Ｄ班の発表④Ｅ班の発表⑤全体協議

④Ａ班の発表④Ｂ班の発表④Ｃ班の発表

③グループ協議

　

例
年
で
あ
れ
ば
、
消
防
出
初
式
で

消
防
団
員
の
表
彰
式
が
あ
る
の
で
す

が
、
今
年
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
関

係
で
、
消
防
出
初
式
が
中
止
に
な
り
、

一
人
一
人
へ
の
表
彰
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
大
内
地

区
か
ら
10
名
の
受
章
者
が
お
ら
れ
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
の
で
、
ご
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

表
彰
は
、
山
口
県
消
防
協
会
長
表

彰
と
山
口
市
長
表
彰
の
２
つ
が
あ
り

ま
す
。

　

受
章
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
か
ら
地
域
の
消
防
活
動
に
尽

力
さ
れ
て
い
る
山
口
市
消
防
団
東
部
方
面
隊

大
内
分
団
の
皆
様
に
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

先
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
地
域
の

小
・
中
学
生
に
よ
る「
子
ど
も
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
活
動
の
様
子
を
、
写
真
を
通
し
て
お
伝
え
し
ま

す
。
内
容
は
、①
開
会
行
事
、②
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
、

③
グ
ル
ー
プ
協
議
、
④
全
体
発
表
、
⑤
全
体
協
議
、

⑥
閉
会
行
事
で
し
た
。

　

ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
と
は
、
協
議
に
入
る
前
に
、

緊
張
を
ほ
ぐ
す
た
め
に
行
う
ゲ
ー
ム
の
こ
と
で
す
。

今
回
は
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
穴
埋
め
問
題
に
挑
戦
す

る
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
協
議
で
は
、
地
域
課
題
に
つ
い
て
自

分
た
ち
で
も
解
決
で
き
そ
う
な
内
容
に
絞
っ
て
そ

の
解
決
方
法
を
話
し
合
い
、
そ
の
こ
と
を
全
体
で

発
表
し
、
全
体
協
議
で
、
地
域
へ
の

提
案
事
項
を
決
議
し
ま
し
た
。
提
案

事
項
は
上
の
と
お
り
で
す
。

　

部
会
で
は
、
こ
の
提
案
事
項
を
実

現
す
る
た
め
に
、
次
年
度
の
事
業
計

画
に
組
み
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　　

今
回
の
活
動
を
通
し
て
、
中
学
生

の
力
を
再
確
認
し
ま
し
た
。
小
学
生
は
、

一
緒
に
活
動
し
た
中
学
生
を
、
あ
こ

が
れ
や
目
標
と
し
て
見
て
い
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

地
域
振
興
部
会
で
は
今
年
度
も
地

域
の
皆
様
か
ら
写
真
を
提
供
し
て
い

た
だ
き
、
大
内
の
四
季
ふ
る
さ
と
カ

レ
ン
ダ
ー
を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
の
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
季
節
２
枚
、

計
８
枚
の
写
真
で
し
た
が
、
今
回
は
、

季
節
４
枚
、
計
16
枚
の
写
真
を
掲
載

し
て
作
成
し
ま
し
た
。

　

次
年
度
も
カ
レ
ン
ダ
ー
作
成
を
考

え
て
い
ま
す
。
地
域
の
皆
様
か
ら
、

大
内
ら
し
い
写
真
の
提
供
が
い
た
だ

け
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ちょっといい話

〈地域への提案事項〉
①�地域で清掃活動の日を決め、大人と子どもが一緒に清掃活動をする。
②�公園や公民館にごみ箱を設置し、ごみの散乱を防ぐ。
③�地域住民がマナーやルールを再確認する教室を開催する。

☆
山
口
県
消
防
協
会
長
表
彰

　

◎
勤
続
章

�

勤
続
30
年
副
分
団
長　

杉
山　

満
弘

�

勤
続
20
年　
　

団
員　

安
部　

貴
彦

　　

◎
感
謝
状

�

市
団
本
部
前
副
団
長　

古
屋　

研
二

�

大
内
分
団
前
副
分
団
長　

木
下
都
美
継

☆
山
口
市
長
表
彰

　

◎
功
労
章�

団
員　

吉
森　

一
義

　

◎
功
績
章�

団
員　

藤
本　

和
志

�

団
員　

三
浦　

龍
也

�

団
員　

中
野　

和
弘

�

団
員　

安
田　

健
司

�

団
員　

岩
脇　

栄
治

絵本のおはなし会 自由に
参加できます

◆日　時　２月15日㈪　10:30〜12:00
◆場　所　大内地域交流センター　２階　和室
◆対　象　幼・保園児以下のお子様と親
◆申込み　不要
◆問合せ　大内地域交流センター　☎９27-0473

　絵本の読み聞かせは、親子の絆を深めると同時に、想像力・言語力
を育むなど、子どもの成長に大きく貢献するものと言われています。
　おはなし会では、講師から読み聞かせのコツも教わることができます！
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２月の主な行事予定

図書室からのお知らせ

日 曜日 行事名 時間 会場 日 曜日 行事名 時間 会場

３日 水

民児協定例会 ９:30〜 大内地域交流
センター 14日 日 第4９回全日本実業団

ハーフマラソン大会 10:00〜 県道21号線（大内地域
内）※交通規制あり

自主防災組織フォローアッ
プ研修会 13:00〜 大内地域交流

センター 15日 月
絵本のおはなし会 10:30〜 大内地域交流

センター
大内地域交流センター
定期利用団体代表者会議 1９:00〜 大内地域交流

センター
学校体育施設
定期利用団体連絡調整会議 1９:00〜 大内地域交流

センター

４日 木
申告相談会 ９:30〜 大内地域交流

センター 20日 土 子どもいご講座 13:00〜 大内地域交流
センター

大内まつり実行委員会 1９:00〜 大内地域交流
センター 22日 月 大内まつり実行委員会

（役員会） 1９:00〜 大内地域交流
センター

６日 土 子どもいご講座 13:00〜 大内地域交流
センター 23日 火 ヨガ教室 10:30〜 大内地域交流

センター

10日 水 福祉員定例会 13:00〜 大内地域交流
センター 27日 土

パソコン講座 10:00〜 大内地域交流
センター

13日 土
パソコン講座 10:00〜 大内地域交流

センター 子ども生け花教室 13:00〜 大内地域交流
センター

子ども会育成会長会議 1９:00〜 大内地域交流
センター 28日 日 子ども未来プロジェクト 10:00〜 大内地域交流

センター

新刊図書
女だてら 諸田　玲子

LILY’S　CLOSET 石田　ゆり子

こころの相続 五木　寛之

夢は捨てたといわないで 安藤　祐介

少年と犬 馳　星周

チンギス紀　５ 北方　謙三

・１回につき、一人３冊まで借りることができます。
・�本を借りる時は、事務室の貸出ノートに記入してください。
・返す時は事務室に持ってきてください。
・初めて借りる人は、登録カードを作ります。
※�本は、みんなで利用するものです。大事にあつかってく
ださい。もし破れたら、返す時に声をかけてください。

http://www.ohuchi-machizukuri.com/

【カラー版おおうちだよりが見れます！】

大内地域交流センター（10:50〜11:30）
２月10日（水）

「ぶっくん」運行予定表（２月）

【発行・編集】

大内地域交流センター・大内まちづくり協議会
●大内地域交流センター

　　　　　　　　　（地域担当）　TEL･FAX�083-９27-0473

　　　　　　　　　（行政窓口）　TEL�083-９27-0301

●大内まちづくり協議会事務局　TEL�050-1265-7063

≪住所:〒753-0221　山口市大内矢田北一丁目10番11号≫

大内地域交流センター
　　　　　インスタグラム

Check it!!

大内まちづくり協議会ＨＰ

大内まちづくり協議会スマホ対応

ページに

なりました！

パソコン講座
〜楽々かんたん家計簿を作ろう〜

カレンダーがついた使いやすいシンプルな家計簿をつくります

習って
　笑顔に‼

★日　時：２月13日㈯・27日㈯両日とも10：00〜12：00
★場　所：大内地域交流センター２階講堂
★定　員：15名（先着順）
★参加費：1,500円（２回分、テキスト代含む）
　　　　　※初回受講時に徴収
★その他：パソコン持参のこと（パソコン貸出可）
★申込み：大内地域交流センター　☎９27-0473

受講者募集


